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・児童生徒用端末、
　校務用コンピューターの更新	

2億280万円

・小中学生給食費無償化	
１億2913万円

・民間保育所の誘致	
3000万円

・校内教育支援センターの設置	
1330万円

・小学校体育館の空調整備	 1億8131万円

・浄水場の更新（建設改良、土地購入）	 １億円

・町道103号線の道路改良	 8193万円

・学校施設のトイレ改修（芝根小工事、南小設計）	 6153万円

・デマンド乗合タクシー「たまGO」	 2848万円

・高齢者タクシー利用料補助金	 1243万円

・中高校生の通学支援（バス定期券代補助）	 311万円

・樋越堰の長寿命化修繕	 7510万円

・榎町堰水系の水門整備	 1117万円

・農業振興地域整備計画の見直し	 679万円

・広域種子センターの利用者支援	 472万円

議会の視点議会の視点
子育て支援と教育環境の改善
は評価できる。児童や子育て
世代に寄り添えるか検証して
いきたい。

議会の視点議会の視点
鉄道がなくバスの本数も少な
い。交通弱者の移動を支える
予算を評価しつつ、持続性と
利便向上を求めて行きたい。

Tama Voice
町道１０３号線は通学

路でもあるので、道

路の拡幅や歩道の整

備をして、早く安全な

道にしてもらいたい。
　氏家幸政さん（下茂木）

Tama Voice
水門の整備により、

水田への水の安定供給

ができるようになります。

勅使川原 享さん

（板井）

インフラ整備 子育て支援

農業振興

公共交通

住民の声は生かされているか
令和7年度予算

３月定例会では、予算特別委員会で令和
7年度予算案を慎重審議し、可決。議会
注目の15事業をお知らせします。
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　予算の詳細は
広報たまむら５月号

（５月７日発行）
    を見てね！

議会の視点議会の視点
未来を担う子供たちの教育環境の整備は、
町として力を入れている事業です。これか
らも町は教育施設の熱中症対策や衛生環境
改善に万全を期してもらいたい。

議会の視点議会の視点
農村地帯にある町にとり、農業振興の推進は
注力すべき事業です。堰や水門等の農業施設
の定期的な修繕整備により、農業者の米麦の
生産に寄与してもらいたい。




